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新行政区の名称及び区域一覧

○
名
称
及
び
区
域

　

左
図
参
照

○
組
織
連
絡
体
系

　

行
政
区
に
次
の
職
を
置
き
、
連

絡
体
制
を
組
織
し
、
各
家
庭
に
伝

達
し
ま
す
。

 

・
行
政
区
長　

１
名

 

・
班
長　

集
落
、
区
域
ご
と
に
班

　
　
　
　

長
を
置
き
ま
す
。

○
行
政
区
長
の
役
割

 

・
担
当
行
政
区
に
係
る
町
の
各
種

連
絡
事
務
の
処
理
に
関
す
る
こ
と

 

・
担
当
行
政
区
に
係
る
調
査
及
び

報
告
に
関
す
る
こ
と

 

・
担
当
行
政
区
に
係
る
地
域
福
祉

の
向
上
に
関
す
る
こ
と

 

・
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と
認

め
て
委
嘱
し
た
事
務
の
処
理
に
関

す
る
こ
と

○
班
長
の
役
割

　

班
長
は
行
政
区
長
を
補
佐
し
、

行
政
区
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
事
務

を
処
理
し
ま
す
。

○
広
報
物
の
配
付
方
法

　

広
報
配
付
は
今
ま
で
同
様
、
毎

月
10
日
に
行
政
区
長
を
通
じ
て
配

付
し
ま
す
。（
休
日
の
場
合
は
、

翌
平
日
に
な
り
ま
す
）

　

な
お
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
郵

送
に
よ
る
配
付
は
原
則
廃
止
と
な

り
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
本
庁
、

支
所
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自

由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
等
で
公
共

施
設
ま
で
取
り
に
行
く
こ
と
が
困

難
な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
送
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郵
送
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

企
画
財
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
合
併
後
、
旧
馬
頭
町
の
「
自
治
会
」
と
旧
小
川
町
の
「
区
」
制
の
組
織
の
統
一
に
向
け

て
調
整
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
、
地
域
自
治
組
織
が
統
一
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
新
し

い
「
行
政
区
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
行
政
区
を
中
心
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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○
自
治
組
織
支
援
の
た
め
の
補
助

　

金

　

運
営
補
助
に
つ
い
て
は
均
等

割
、
世
帯
数
割
に
よ
り
、
１
行
政

区
あ
た
り
平
均
４
万
円
程
度
の
支

援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
と

し
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
行
政
区
、

地
域
団
体
等
に
実
績
に
応
じ
て
補

助
す
る
方
針
で
す
。

○
行
政
区
長
、
班
長
の
報
酬

　

行
政
区
長
、
班
長
の
業
務
に
応

じ
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

第35回町民体育祭（馬頭）より
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選
挙
投
票
区
が
変
わ
り
ま
す
。

投
票
区
再
編
に
あ
た
っ
て

　

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
こ
の
た
び
、
合
併
に
伴
う
事
務

事
業
の
見
直
し
及
び
経
費
節
減
の

一
環
と
し
て
、
投
票
区
を
再
編
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
選
挙
は
、
29
投
票
区

を
継
続
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
各
投
票
区
の
有
権
者
数
に
大

幅
な
格
差
（
最
大
２
、１
０
６
人
、

最
小
１
４
４
人
）
が
あ
り
、
事
務

の
効
率
化
や
投
票
所
の
施
設
、
駐

車
場
が
狭
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
投
票
区
の
再
編
は
、
小

学
校
区
を
基
本
に
、
有
権
者
数

１
、０
０
０
人
程
度
を
目
標
に
再

編
し
ま
し
た
。
こ
の
投
票
区
再
編

に
伴
い
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は

投
票
所
が
遠
く
な
る
な
ど
、
不
便

を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
投
票
者
数
の
約
10
％
の
方
が

期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
な

ど
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
投

票
所
ま
で
自
家
用
車
で
行
く
方
が

多
い
こ
と
な
ど
か
ら
投
票
区
を

再
編
し
て
、 

15
投
票
区
と
し
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

投
票
に
は
当
日
投
票
す
る
以
外

に
、
投
票
日
に
都
合
が
悪
い
場
合

に
行
う
期
日
前
投
票
や
病
院
、
施

設
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
な
ど
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応

じ
て
活
用
し
、
投
票
を
棄
権
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

　

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
合
併
後
、
選
挙
投
票
区
の
再
編
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
し
い
投
票
区
は
、
４
月
８
日
投
票
の
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新しい那珂川町選挙管理委員会投票区及び投票所一覧

栃木県議会議員選挙（那須烏山市・那珂川町選挙区）
● 投　票　日　　平成 19 年４月 ８ 日（日）
● 告　示　日　　平成 19 年３月 30 日（金）
● 期日前投票　　平成 19 年３月 31 日（土）～平成 19 年４月７日（土）　
　 　　　　　　　　午前８時 30 分～午後８時
　　　 　　　　　・馬頭期日前投票所（馬頭総合福祉センター）
　 　　　　　　　・小川期日前投票所（小川健康管理センター）

　栃木県議会議員選挙は、来る４月８日に投票が行われます
が、平成 18 年 12 月以降に那珂川町に転入された方は、次の
ことに注意してください。
１　平成 18 年 12 月 29 日までに那珂川町に転入届をされた

　方

　那珂川町において、栃木県議会議員選挙（那須烏山市・那
珂川町選挙区）の投票をすることができます。
２　平成 18 年 12 月 30 日以降に栃木県内の他の市町

　村から転入し転入届をされた方

　「引き続き栃木県の区域内に住所を有する証明書」により、
前住所地において栃木県議会議員選挙の投票をすることがで
きます。

○「引き続き栃木県の区域内に住所を有する証明書」につい

て

  ・前住所地等の役場担当窓口で発行（無料）しますので、こ
　の証明書を前住所地の投票所の受付に提出してください。
 ・前住所地で期日前投票を行う場合や投票用紙等の請求の手
　続きをする場合にもこの証明書が必要となります。
３　平成 18 年 12 月 30 日以降に栃木県外の市区町村から転

　入し転入届をされた方

　栃木県議会議員選挙のほか、旧住所地の都道府県議会議員
選挙についても投票することができません。
　詳しくは、選挙管理委員会までお問い合わせください。
那珂川町選挙管理委員会　☎ 0287－92－1111

栃木県議会議員選挙における転入者の投票

※今回の選挙から
投票区が変更され
ますので、ご注意
ください。



使
用
中
の
電
話
線

ビデオテープレコーダー

分配器2

通
信
系

分配器１

ビデオテープレコーダー
（またはDVDレコーダー）

テレビが３台の場合の一般的な例

【
教
え
て
】
我
が
家
は
２
階
建
て

で
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
２
台
、
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
１
台
を
所
有
し
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
２

台
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｓ
放

送
も
視
聴
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
た
場
合
の
経

費
と
宅
内
配
線
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

6広報なかがわ　平成19年３月10日

18

今月号は

○我が家の宅内配線(2) 
○テレビとＳＴＢ
○ＮＨＫ受信料

をお届けします。

①
我
が
家
の
宅
内
配
線
⑵

   

【
テ
レ
ビ
を
複
数
台
所
有
す
る

　

  

世
帯
へ
の
お
す
す
め
】

　　　 　【我が家の宅内配線例（2）】
　・アナログテレビ２台、デジタルテレビ１台、ビデ
　　オテープレコーダー２台
　・基本サービスの利用
　　①地上アナログ放送・地上デジタル放送
　　②衛星（ＢＳ）デジタル放送
　　③ＣＴＢ自主放送・文字放送
　　④行政情報・農業情報　　⑤音声告知放送
　　⑥町内無料電話
　・追加希望サービスの利用
　　①ＳＴＢの有償貸与２台
　　②衛星（ＢＳ）デジタル放送

○
宅
内
配
線

　

下
記
配
線
図
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
と
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
関

係
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
信
系
の
回
線
は
必
ず
引
き
込

み
、
現
在
の
回
線
は
、
放
送
系
と

し
て
放
送
視
聴
に
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
１
台
の
ほ
か
、

音
声
告
知
機
１
台
を
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

経費（加入促進期間中に加入した場合）

①加入金・引き込み工事費　無料
②宅内配線工事費
　テレビ３台とビデオテープレコーダー２台
　の計５台の場合
　宅内配線工事と機器の調整費で、
　概ね約30,000円～ 35,000円程度と推定しま
　す。ただし、宅内の配線状況により異なり
　ます。

③月額基本料金
　1,500 円～ 1,600 円

④追加希望サービスのＳＴＢ月額料金
　テレビ３台に接続するとして、１台分は無
　償貸与ですから、
　500円程度／台×２台で月額 1,000円程度
⑤合計で
 ・初期費用（①と②）が、
　　約 30,000 円～ 35,000 円
 ・月額利用料（③と④）が、
　　2,500 円～ 2,600 円程度
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デ
ジ
タ
ル
放
送
で
変
わ
る
、

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
変
え
る

　
「
見
る
」
テ
レ
ビ
か
ら

　

   

「
使
う
」
テ
レ
ビ
へ

※
１
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
っ
て
？

　
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
は
、
ど
こ
に
い
て
も

状
況
に
応
じ
て
利
用
者
の
便
宜
を
図
っ
て
く

れ
る
環
境
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
携
帯
電

話
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
に
よ
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
と

い
う
も
の
。

【テレビとＳＴＢの関係】
　　　		 ◆基本サービスは、基本月額料金で利用できます。
	 	 ◆追加希望サービスは、別に利用料金が必要です。

※ＮＨＫ受信料は、いずれの場合も別途必要です。	（なお、衛星契約でない場合は、衛星契約も必要となります。）
※衛星（ＢＳ）放送のＷＯＷＷＯＷを視聴する場合、個人での契約が別途必要です。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る

と
Ｓ
Ｔ
Ｂ
が
１
台
無
償
で
貸
与
さ

②
テ
レ
ビ
と
Ｓ
Ｔ
Ｂ

れ
ま
す
。
こ
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
ま
た
は
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
と
の
関
係
を
表
に
示
し
ま
し

た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
衛

星
（
Ｂ
Ｓ
）
放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー

や
衛
星
（
Ｃ
Ｓ
）
放
送
用
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
テ
レ
ビ
で
見
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
モ
デ
ム
な
ど
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
、
個
人
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
で
す
の
で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
も

基
本
サ
ー
ビ
ス
料
金
と
は
別
に
必

要
と
な
り
ま
す
。
誤
解
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

凡例			○：視聴または利用できます。　△：別途に機器の取付けが必要です。　×：視聴または利用できません。
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  平成19年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
    平成 19 年度犬の登録及び狂犬病予防注射を下記日程のとおり実施しますのでお知らせいたします。
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南那須地区広域行政事務組合立那須南病院職員募集案内
　平成19年5月1日付採用職員を次のとおり募集します。
１、採用職種・採用予定人員・応募資格等

２、待遇
　・身　　分　　地方公務員
　・給　　与　　条例によって定められています
　　　　　　　　（国家公務員に準じます）
　・勤務時間　　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　　　　（病棟勤務の看護師は、２交替勤務です）
　・休　　日　　土曜日、日曜日、祝日、年末年始
　・休　　暇　　年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
　　　　　　　　休暇、夏期休暇
３、応募方法
　　応募方法≪提出書類等≫
　（1）平成19年3月に免許の取得が見込まれる方
　　　①履歴書（学校指定用紙又は、市販されている用紙を
　　　　用いてください）
　　　②卒業（見込み）証明書
　　　③成績証明書
　　　④返信用封筒（80円切手を貼付し、返信先を明記）

　（2）免許を既に取得されている方
　　　①履歴書（市販されている用紙を用いて下さい）
　　　②免許証の写し
　　　③返信用封筒（80円切手を貼付し、返信先を明記）
４、応募先
　　南那須地区広域行政事務組合立那須南病院総務課
　　〒321-0621　栃木県那須烏山市中央3丁目2番13号
　　☎０２８７―８４―３９１１（代）
５、応募期間
　　平成19年3月13日（火）～平成19年3月26日（月）までと
　します。ただし、月曜日から金曜日の午前8時30分から午
　後5時15分までとし、土曜日、日曜日、祝祭日は受理でき
　ません。なお、郵送による場合は平成19年3月26日（月）
　郵便消印のものまで受理します。
６、採用試験の方法　作文及び面接試験を行います。
７、採用試験の期日及び場所　応募者に直接通知します。
８、那須南病院ホームページアドレス
　http：//www.nasuminami-hosp．karasuyama.tochigi.jp

国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届け出が必要です！
　春は学校の卒業・入学、会社の年度末・新年度と重なり、異動の多い時期です。異動に伴い、加入している
健康保険や年金が変わる場合がありますので、脱退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。

問い合わせ　住民生活課保険年金係 ☎０２８７－９２－１１１２　小川支所住民生活課戸籍住民係 ☎０２８７－９６－２１１４

※世帯に国保加入者がいる場合の転入、転出、転居、世帯合併、世帯分離、世帯主変更などの住民異動届に伴
　う異動の際にも、国保の保険証を持参してください。
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
17
）

　

今
ま
で
、
馬
頭
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、「
ど
う
し
て
最
終
処
分
場
が
必
要
な
の
か
」と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

栃
木
県
内
の
ゴ
ミ
事
情
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
栃
木
県
内
で
１
年

間
に
処
理
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
、
産
業
廃
棄
物
で
す
が
、

平
成
16
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、

推
計
で
８
７
２
万
㌧
の
ゴ
ミ
が
排

出
さ
れ
て
お
り
、
東
京
ド
ー
ム
約

25
杯
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
工
場

な
ど
で
は
、
再
生
利
用
で
き
る
も

の
は
極
力
資
源
と
し
て
再
生
利
用

し
、
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
焼
却
、
圧
縮
、
破
砕
な
ど
を

行
っ
た
う
え
で
、
最
終
処
分
場
で

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
る
生
活
系
の
ゴ
ミ
が

54
万
㌧
、
役
所
や
事
業
所
か
ら
出

る
事
業
系
の
ご
み
が
24
万
㌧
、
合

計
で
78
万
㌧
の
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
東
京
ド
ー
ム

約
２
杯
分
に
な
り
ま
す
。
県
民
１

人
１
日
当
た
り
に
す
る
と
１
、
０

６
２
ｇ
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について 

（平成 18 年度年間変動調査分（ダイオキシン類））

　小口字北沢地内不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知

らせします。

〇調査項目　ダイオキシン類
〇採 水 日　平成 18 年 11 月 13 日
〇採水場所　１　周辺環境水
　 　　　　　 ⑴ 投棄地直下河川
　 　　　　　 ⑵ 小口川上流
　 　　　　  ２　投棄現場
　 　　　　　 ⑶ 投棄地下流側浸出水
〇調査結果　⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

　

市
町
村
は
、
こ
の
ゴ
ミ
を
可
燃

物
、
不
燃
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
等
に
分
別
回
収
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
（
ス
チ
ー

ル
、
ア
ル
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
）
は
事
業
者
に
販
売
し
、
こ
れ

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
焼

却
、
圧
縮
、
破
砕
な
ど
を
行
っ
た

う
え
で
、
市
町
村
等
が
管
理
す
る

最
終
処
分
場
や
民
間
の
最
終
処
分

場
で
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
ま

す
。
（
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
現
在
、
県
外
に
あ
る

民
間
の
処
分
場
に
委
託
処
理
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
内
処
理
が
原
則

で
す
）

　

こ
の
よ
う
な
大
量
の
ご
み
は
、

処
理
に
多
く
の
時
間
と
経
費
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、

最
終
処
分
場
の
不
足
な
ど
の
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生

抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の
推

進
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
を

促
進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、

ご
み
の
排
出
抑
制
や
循
環
的
利
用

を
進
め
た
上
で
も
、
ど
う
し
て
も

再
利
用
で
き
な
い
ご
み
が
残
り
ま

す
の
で
、
最
終
処
分
場
は
必
要
不

可
欠
な
施
設
な
の
で
す
。
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　那珂川町には古
くからの伝統文化
が残っており、町民
の皆さんにも趣味が
色々あると思います。
私はそば作り、焼き
物作り、それから茶
道の体験をさせてい
ただいたことがあり

ます。日本文化の伝統的なものだけではなく、町民
の皆さんは西洋のものにも興味を持つようです。
　去年の秋、私はＯｌｉＯｌｉという合唱グループに
参加し、１２月に行われる宇都宮中央ライオンズクラ
ブのクリスマス会のために練習を始めました。私の役
割はピアノとサックスによる伴奏で、曲は邦楽と洋楽
どちらも演奏しました。私はただ１人の男性メンバー
でした。それでも、明るくて、温かい女性の会員たち
は喜んで歓迎してくれました。このグループは歌うこ
とを楽しみに活動しているとわかった私は安心しまし
た。歌詞が英語の曲もあったので、発音を教えてあげ
ました。クリスマス会を目指して励ましあいながら、
一緒にがんばりました。日本で音楽を楽しめたことを
考えると、母国のカナダで楽しんだ活動を思い出しま
す。
　私はカナダの大都会のトロント市にある教会で合奏
をしていました。そこでは、ピアノ、ギター、オルガン、
フルート、ドラム、そして私がサックスを吹き合奏を

していました。練習をするときに、みんなと話すこと
ができて親しくなりました。そこで知り合った友だち
の一人が、ある時、トロント市にある日本系高齢者向
けのマンションで演奏しました。その友だちは日本語
の意味がわかりませんでしたが、日本語で「ふるさと」
を歌いました。
　また、ほかの教会にも参加していました。人数が多
くてオーケストラを持っている教会もありました。そ
のオーケストラにはバイオリン、フルート、トランペッ
ト、クラリネットなどもありました。合唱する人もい
ました。練習はだいたい毎週日曜日の礼拝が終わった
後でした。何人かのメンバーは一緒に近くにある店で
昼ごはんを食べていました。一緒に演奏するだけより、
一緒に食べたり笑ったり、そして話をしたりすればす
るほど合奏がうまくできるようになり、また聴き手に
も感動させられます。そのオーケストラの会員は中学
生から中高年でした。
　その経験の前に、カナダの首都であるオタワ市にあ
る市民のブラスバンドにも参加していました。学生か
らおじいさんまでの様々な年齢の人がいました。誰が
何歳か、何の仕事をしているかということに関わらず、
お互い音楽が好きで集まっていただけでした。私の初
めての日本人の友だちとはそのブラスバンドで知り合
いました。その友だちが「ありがとう」という言葉を
教えてくれました。那珂川町のＯｌｉＯｌｉの皆さん
にもその教えてもらった言葉で伝えたいです。
「ありがとう」！

「 あ り が と う 」

アンドリュー・シューク

　
　

防
災
フ
ェ
ア
の
開
催

日　

時　

３
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　

  

（
雨
天
中
止
）

場　

所　

那
須
烏
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
　
　

  

（
那
須
烏
山
市
田
野
倉
８
５―

１
）

内　

容　

　

・
消
防
車
両
の
展
示

　

・
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
・
消

　
　

火
訓
練

　

・
住
宅
用
防
災
機
器
の
展
示
説
明

　

・
救
急
蘇
生
法
体
験

　

・
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

　

・
救
助
工
作
車
に
よ
る
体
験

　

・
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
煙
体
験

　

・
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験

　

・
炊
き
出
し
訓
練

◎
開
催
場
所
（
駐
車
場
）
へ
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
、
近
く
の
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

南
那
須
地
区
広
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
７―

８
２―

２
０
０
９

２
月
９
日
～
５
月
31
日

春
の
山
火
事
防
止
強
調
運
動

　

昭
和
52
年
３
月
15
日
、
黒
羽
町
・
馬
頭
町
の
森
林

１
、 

５
１
８
ha
を
焼
失
し
た
大
火
を
教
訓
に
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
遭
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

毎
年
３
月
15
日
を
「
栃
木
県
山
火
事
防
止
デ
ー
」
と

し
て
、
山
火
事
予
防
の
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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小
川
南
小
児
童
が

　
　

長
泉
寺
で
茶
道
を
体
験

　

卒
業
の
自
覚
と
心
構
え
を
も
ち
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
２

月
２
日
、
小
川
南
小
の
６
年
生
９
名
が
長

泉
寺
（
白
久
）
で
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

町
茶
道
愛
好
家
３
名
か
ら
茶
道
の
歴
史

や
思
い
や
り
、
感
謝
の
気
持
ち
と
い
っ
た

「
茶
道
の
こ
こ
ろ
」
を
伝
授
さ
れ
、
お
手

前
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
客
、
お

運
び
、
見
学
の
３
班
に
分
か
れ
て
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
長
時
間
の
正
座
で
足
が

し
び
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
積
極
的
に
作

法
の
質
問
を
し
な
が
ら
、
お
菓
子
や
お
茶

を
味
わ
い
ま
し
た
。

    

種
類
の
野
鳥
を
観
察

　

    　
　

 

薬
利
小
で
全
校
探
鳥
会

　

13
回
目
を
迎
え
た
冬
の
恒
例
行
事
「
全

校
探
鳥
会
」
が
２
月
７
日
、
薬
利
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
日
本
野
鳥
の
会
会
員
の
河
内

さ
ん
か
ら
、「
鳥
は
恐
竜
か
ら
姿
を
変
え

て
生
き
残
っ
た
動
物
」
で
あ
り
、「
地
球

の
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
適
応
で
き
る
生
物
」

で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

「
こ
れ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
た
と

こ
ろ
を
ど
う
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
考
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
４
班
に
分
か
れ
て
、
約
１

時
間
30
分
に
わ
た
り
学
校
周
辺
で
双
眼
鏡

を
手
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
今
年
は
、
ノ
ス
リ
や
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
な
ど
20
種
類
の
野
鳥
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第

 回
明
日
を
築
く
よ
い
子
の
集
い

　

32
回
目
を
迎
え
た
「
明
日
を
築
く

よ
い
子
の
集
い
」
が
２
月
３
日
、
馬
頭
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
積
極
的
に
活
動

し
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
る
優
良
子
ど
も
会

表
彰
や
地
区
子
ど
も
会
育
成
功
労
者
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
終
了
後
は
、
小

口
子
ど
も
会
な
ど
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
ユ

ニ
ッ
ト
・
て
み
」
に
よ
る
琴
、
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
に
よ
る
共
演
「
悠
久
の
調
べ
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
約
１
５
０
人
の

町
民
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
の
演
奏
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
優
良
子
ど
も
会
表
彰

　

小
口
子
ど
も
会

　

和
見
子
ど
も
会

　

北
向
田
子
ど
も
会

○
子
ど
も
会
育
成
会
功
労
者
表
彰

　

薄
井　
　

稔
（
小
口
）

　

小
高　

信
雄
（
和
見
）

20

大
般
若
節
分
会

　

暖
か
な
日
と
な
っ
た
２
月
３
日
、
馬
頭

の
乾
徳
寺
で
大
般
若
節
分
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
30
回
の
記
念
大
会
と
な

る
た
め
、
大
般
若
６
０
０
巻
大
転
読
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
約
６
０
０
人
が
手
に
袋
な

ど
を
持
ち
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
周
り
を
取

り
囲
み
ま
し
た
。
午
前
11
時
40
分
、
追
難

ガ
ラ
マ
キ
が
始
ま
る
と
参
拝
者
は
、
今
年

の
福
を
求
め
て
福
豆
や
お
菓
子
を
取
ろ
う

と
精
一
杯
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

32
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小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
チ
ー
ム

県
選
手
権
で
優
勝

　

２
月
12
日
、
鹿
沼
市
体
育
館
で
行
わ
れ

た
県
ホ
ー
プ
ス
卓
球
選
手
権
１
部
で
小
川

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
Ａ
チ
ー
ム

（
川
上
愛
可
さ
ん
、
豊
田
真
望
子
さ
ん
、

星
あ
さ
み
さ
ん
（
６
年
）、
関
春
香
さ
ん

（
５
年
））
は
予
選
リ
ー
グ
で
河
内
ク
ラ
ブ

な
ど
に
す
べ
て
３
対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
決
勝

で
は
華
卓
会
Ａ
に
３
対
２
で
競
り
勝
ち
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
部
に
出

場
の
Ｂ
チ
ー
ム
（
杉
本
真
由
さ
ん
、
角
田

実
佑
季
さ
ん
（
４
年
）、
安
藤
加
織
さ
ん
、

山
崎
真
衣
さ
ん
（
３
年
））
も
健
闘
し
、

２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
11
月
に
行
わ
れ
た
個
人
戦
の
ダ

ブ
ル
ス
で
は
、
川
上
、
豊
田
組
が
決
勝
ま

で
１
ゲ
ー
ム
も
落
と
さ
な
い
完
全
優
勝
を

成
し
遂
げ
、
星
、
関
組
も
３
位
に
入
賞
す

る
な
ど
、輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

学
生
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　

 
町
長
賞
に
佐
藤
く
ん

　

第
２
回
那
珂
川
町
学
生
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
が
２
月
15
日
、
広
重
美
術
館
研

修
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、子
ど
も
た
ち
が
、

版
画
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

応
募
総
数
は
８
９
１
点
で
、
過
日
行
わ
れ

た
審
査
会
で
町
長
賞
以
下
１
２
７
点
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
長
賞
に
選
ば
れ
た
佐
藤
真
也
君
は
、

「
騎
馬
戦
で
勝
っ
た
時
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま

し
た
。
騎
馬
に
乗
っ
て
い
る
の
が
自
分
で

す
。
細
い
線
に
気
を
つ
け
な
が
ら
彫
り
ま

し
た
。
賞
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
溝
路
を
た
す
き
で
つ
な
ぐ

　
　
　
　

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

　

那
須
烏
山
市
と
那
珂
川
町
を
た
す
き
で

つ
な
ぐ
「
第
５
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

競
走
大
会
」
が
２
月
25
日
、
大
桶
運
動
公

園
を
発
着
点
に
全
長
25
㎞
（
６
区
間
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
30
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
最
初
か
ら
上
位
を
保
持
し
て

い
た
「
よ
ろ
し
く
真
岡
で
す
」
が
４
区
で

首
位
に
立
ち
、
１
時
間
18
分
28
秒
の
好
タ

イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
か
ら
の
主
な
出
場
チ
ー
ム
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ａ

12
位　

馬
頭
ゆ
り
が
ね
会

20
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ｂ

25
位　

吉
野
工
業
所
Ａ
Ｃ―

Ａ

スタートを切り元気よく駆け抜ける選手たち

小川那珂クラブAのみなさん 繰り上げによるスタート 第４区中継所で



更
年
期
障
害
の
お
も
な
症
状

○
か
ら
だ
の
症
状

・
顔
が
ほ
て
る

・
汗
を
か
く
、
息
切
れ
す
る

・
手
足
が
し
び
れ
る

・
動
悸
、
脈
が
遅
い･

早
い

・
腰
痛
・
肩
こ
り

・
吐
き
気
・
食
欲
不
振

・
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た
り
、
尿

　

を
漏
ら
し
た
り
す
る

・
む
く
み

○
心
の
症
状

・
イ
ラ
イ
ラ
、
憂
う
つ
、
不
安

・
眠
れ
な
い
、
寝
つ
き
が
悪
い

・
頭
痛
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り

・
む
な
し
さ
、
寂
し
さ

・
脱
力
感

更
年
期
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に
伴
う
症
状

と
し
て
の
更
年
期
障
害
は
、
個
人

差
が
あ
り
、
ま
た
最
近
は
、
女
性

だ
け
で
な
く
、
男
性
に
も
あ
ら
わ

れ
る
不
定
愁
訴
で
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
更
年
期
障
害
は
、
じ

つ
は
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
環
境
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
た
と

身
体
の
過
渡
期「
更
年
期
障
害
」

女
性
の
避
け
て
通
れ
な
い
更
年
期

　

思
春
期
、
成
熟
期
を
経
て
閉
経

を
迎
え
る
ま
で
、
女
性
の
身
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
女
性
ホ

ル
モ
ン
は
、40
代
後
半
に
な
る
と
、

一
気
に
分
泌
が
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
急
激
な
変
化
に
身
体
が

適
応
で
き
な
く
な
っ
て
現
れ
て
く

る
さ
ま
ざ
ま
な
不
快
症
状
を
、
一

般
に
「
更
年
期
障
害
」
と
言
い
ま

す
。
閉
経
の
時
期
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
平
均
的
に
更
年
期
の
始

ま
り
は
50
歳
前
後
で
す
。

え
ば
、
子
ど
も
の
独
立
や
親
の
介

護
・
仕
事
上
の
問
題
、
ま
た
自
分

た
ち
の
老
後
へ
の
不
安
な
ど
が
、

精
神
的
・
心
理
的
に
作
用
し
、ち
ょ

う
ど
身
体
が
変
化
す
る
時
期
に
、

こ
う
し
た
生
活
環
境
の
問
題
が
二

重
に
影
響
す
る
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
男
性
の

更
年
期
障
害

が
お
こ
っ

て
も
不
思

議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

更
年
期
障
害
の
対
応

　

症
状
が
重
い
場
合
に
は
医
師
の

診
察
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

受
診
科
は
内
科
、
産
婦
人
科
、

精
神
科
、
心
療
内
科
な
ど
で
す
。

そ
の
結
果
、
特
に
病
気
が
な
け
れ

ば
悩
ん
だ
り
、あ
せ
っ
た
り
せ
ず
、

生
活
を
楽
し
む
こ
と
に
気
持
ち
を

切
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
く
く
ら
い

の
運
動
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

趣
味
な
ど
を
通
し
て
、
人
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。

自
分
だ
け
の
時
間
は
あ
り
ま
す
か
。

　

生
活
に
楽
し
み
を
加
え
て
、
更

年
期
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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２
月
18
日
、
小
川
小
学
校
恒
例

の
「
小
川
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
観
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
年
目
を
迎
え
た
こ
の
行
事
は
、

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
で
学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
た
り
、

作
品
を
展
示
し
た
り
す
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
全
校
児
童

２
５
３
名
が
、
低
・
中
・
高
学
年

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

  
各
学
年
の
テ
ー
マ
は
、１
年
の「
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」２
年
の

小川小学校から

「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
分

か
っ
た
こ
と
」３
年
の「
興
味
を
も
っ

て
調
べ
た
こ
と
」
４
年
の「
自
然
と

と
も
に
生
き
る
～
リ
サ
イ
ク
ル
～
」

５
年
の「
米
と
と
も
に
生
き
る
」６

年
の　「
小
川
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
」
で
す
。

　
　
　

１
、２
年
生
は
、
音
読
、
計

　
　

算
、
な
わ
と
び
、
合
奏
な
ど

　
　

の
名
人
が
登
場
し
、
み
ん
な

　
　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
３
、４

　
　

年
生
は
、
調
べ
た
こ
と
を
わ

　
　

か
り
や
す
く
資
料
に
ま
と
め
、

　
　

友
だ
ち
と
協
力
し
て
一
所
懸

　
　

命
に
発
表
し
ま
し
た
。
５
、６

　
　

年
生
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

　
　

や
ビ
デ
オ
な
ど
を
利
用
し
て
、

　
　

自
信
を
も
っ
て
堂
々
と
発
表

　
　

し
て
い
ま
し
た
。 

生
き
生
き

　
　

と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情

　
　

が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　

ど
の
会
場
も
、
参
観
者
か

　
　

ら
歓
声
や
拍
手
が
起
こ
り
、　

　
　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
閉

　
　

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

本
校
は
、
平
成
17
年
度
か

　
　

ら
３
年
間
、
栃
木
県
教
育
委

員
会
指
定
「
学
力
向
上
拠
点
形
成

事
業
」
の
研
究
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
、

公
開
研
究
発
表
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
、
明
る
く
元
気
な

本
校
の
子
ど
も
た
ち
に
会
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。



》　

俳　

句

井
戸
端
に
乾
く
砥
石
や
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

大
高　

松
竹

熱
燗
に
腑
の
さ
さ
く
れ
を
癒
さ
れ
し　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

研
ぎ
上
げ
し
出
刃
一
息
に
鮭
を
切
る　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

そ
こ
ぬ
け
の
空
へ
身
を
捨
つ
梯
子
乗　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

元
日
の
雑
木
総
立
ち
朝
日
受
く　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

松
岡　

路
石

貝
殻
の
地
層
白
寂
ぶ
野
の
淑
気　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

》　

短　

歌

野
火
焼
の
あ
と
黒
ぐ
ろ
と
広
が
れ
る
午
後
の
堤
に
陽
炎
の
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

カ
ー
ブ
続
く
林
道
深
く
迷
ひ
入
り
山
鳩
二
羽
を
飛
び
立
た
せ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　
　

西
宮　

定
子

お
ぞ
ま
し
き
事
件
に
馴
れ
て
朝
刊
の
三
面
記
事
を
読
ま
ず
久
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原　

幸
雄

那
須
の
野
の
野
末
隅
な
き
夕
明
か
り
茫
々
と
し
て
ひ
と
り
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

冬
日
射
す
土
蔵
の
前
に
遠
き
日
の
祖
父
の
ご
と
座
し
白
き
雲
視
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

古
沢　
　

実

し
も
つ
か
れ
郷
土
料
理
が
食
べ
た
し
と
作
り
方
を
問
い
き
し
弟
の
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

佐
藤
佳
久
子

》　

川　

柳

梅
の
鉢
茶
の
間
に
入
れ
て
友
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

気
象
ま
で
狂
っ
て
来
て
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ　
　
　
　

大
山
田
上
郷　
　

大
森　

愛
子

太
る
の
は
み
ん
な
除
い
て
野
菜
食　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

似
合
わ
な
い
言
葉
を
吐
い
た
超
美
人　
　
　
　
　
　

北
向
田　
　
　
　

小
林
や
す
こ

補
聴
器
で
聴
き
耳
立
て
る
噂
好
き　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原
悠
起
夫

広
報
文
芸

　
　

ア
ル
・
ゴ
ア
／
著
（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
）

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
元
副
大
統
領
の
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
が

著
し
た
環
境
問
題
の
警
告
書
。
フ
ル
カ
ラ
ー
の
た
く
み

な
構
図
で
写
真
や
デ
ー
タ
を
配
置
し
て
描
き
出
さ
れ
る

の
は
、
急
速
に
進
む
環
境
破
壊
の
恐
ろ
し
さ
。
あ
な
た

は
こ
の
不
都
合
な
真
実
を
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。

◇
『
地
域
再
生
の
条
件
』　

本
間
義
人
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
竜
村
修
の
す
ぐ
で
き
る
ヨ
ガ
』　

日
経
ヘ
ル
ス
／
編
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

◇
『
も
う
一
度
会
い
た
い
』　

小
杉
健
治
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇
『
炊
飯
器
10
倍
活
用
レ
シ
ピ
』　

安
部
剛
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）

◇
『
世
間
の
辻
』　

沢
田
ふ
じ
子
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇
『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ー
リ
ー
』　

伊
坂
幸
太
郎
／
著
（
新
潮
社
）　

◇
『
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
早
口
こ
と
ば
』　

な
が
た
み
か
こ
／
著
（
汐
文
社
）

◇
『
学
校
・
な
ぞ
の
カ
ー
ド
事
件
』　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
／
文
（
偕
成
社
）

◇
『
か
あ
さ
ん
か
ら
生
ま
れ
た
ん
だ
よ
』　

内
田
麟
太
郎
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

◇
『
ず
ー
っ
と
ず
っ
と
だ
い
す
き
だ
よ
』　

ハ
ン
ス
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
／
作
（
評
論
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
矢
り
さ
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

『
蹴
り
た
い
背
中
』
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
話
題
を

さ
ら
っ
た
綿
矢
り
さ
。
い
ま
ま
で
は
句
読
点
を
お
か
な

い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
一
人
称
描
写
だ
っ
た
が
、
今
作
は
三

人
称
ス
タ
イ
ル
で
「
芸
能
界
に
生
き
る
少
女
の
苦
悩
と

挫
折
」
を
描
い
た
意
欲
作
。

『
夢
を
与
え
る
』

　
　
　
　

ナ
ン
シ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン
／
著
（
瑞
雲
舎
）

　

う
れ
し
い
時
も
か
な
し
い
時
も
、
子
ど
も
を
、
み
ん

な
に
っ
こ
り
さ
せ
ち
ゃ
う
す
ご
い
も
の
は
、
な
あ
ん

だ
？
「
ハ
グ
」
は
「
抱
き
し
め
る
」
と
い
う
意
味
。
大

切
な
人
を
ハ
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

言
葉
に
し
な
く

て
も
、
き
っ
と
、
き
も
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

『
ハ
グ
し
て
ぎ
ゅ
っ
！
』

那珂川町
図書館

『
不
都
合
な
真
実
』
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お知らせ

町地域包括支援センターが

移転します

　町地域包括支援センターは４月１
日から小川健康管理センター内に移
転します。
電話番号は 96－2161 に変わ
ります。
地域包括支援センターの主な業務

○介護予防ケアマネジメント

　要介護認定で、要支援１・２と認
定された方や要介護状態になる可能
性が高い方に「介護予防サービス計
画」を作成し、できる限り自立した
生活ができるよう支援します。
○総合相談

　保健医療、福祉サービスなどの相
談を行います。
○権利擁護

　高齢者虐待への対応、悪質な訪問
販売等による被害防止、成年後見人
制度の活用などにより、高齢者の方
の権利を擁護します。
○包括的・継続的ケアマネジメント

　ケアマネジャー（介護支援専門員）
の指導や支援のほか、高齢者の皆さ
んが暮らしやすい地域にするため、
医療機関などとの調整や関係機関の
ネットワークをつくります。

那珂川町役場

開庁・閉庁時間の変更

　平成19年４月１日から、職員の勤
務時間が改正されることに伴い、開
庁時間・閉庁時間は次のようになり
ます。
　　  開庁時間　午前８時30分
　　  閉庁時間　午後５時30分
※毎週水曜日は、窓口業務延長によ
　り本庁のみ午後６時までとなりま
　す。

電話加入（利用）権公売

　矢板県税事務所では、県税の滞納
により差し押さえた電話加入（利用）
権の公売を行います。
日時　３月20日（火）午後１時30分
　　（10分前にお集まりください）
場所　栃木県庁塩谷庁舎101会議室
持参物　印鑑、買受代金（代理人の
場合には委任状が必要です）
問い合わせ　矢板県税事務所収税課
　　　　　　☎0287－43－2171

スポーツ安全保険の加入案内

　スポーツでの思わぬ事故に備え、
保険に加入しましょう。５人以上の
団体なら加入できます。
保険期間　
　平成19年４月１日～
　　　　平成20年３月31日
受付期間

　平成19年３月１日～
　　　　平成20年２月28日
保険料（１人当りの年額）
・一般成人団体　　　　  1,500円
・スポーツ少年団員及びスポーツを
　伴わない保護者　　　　 500円
・スポーツ少年団指導者及びスポー
　ツを伴う保護者　　　  1,000円
・老人クラブ　（60歳以上の団体）
　　　　　　　　　　　 　800円
問い合わせ　
　総合体育館　☎0287－92－5611

町民オリエンテーリング大会

期日　３月31日（土）小雨決行
場所　三輪（三和神社）
　小川史跡めぐりオリエンテーリン
グ・パーマネントコース
駐車場　カタクリ山公園駐車場
　　　　有料　500円
参加者　一般、学生、生徒、未就学

児童・小学生は保護者同伴
受付　午前８時30分～９時
　　　個人・グループ（２人～５人）
コース　10キロコース
スタート　午前９時30分～10時
所要時間　２時間～３時間
携行品　コンパス（方位磁石）無い
方にはお貸しします。筆記用具、携
帯電話、弁当、水筒
参加費　無料（地図提供　傷害保険
加入済み）
申し込み　ハガキに住所、氏名、年
齢、電話番号、人数を記入のうえ問
い合わせ先へ
申込期限　３月23日まで
　　　　　（当日でも申し込み可）
主催　町体育協会オリエンテーリン
グ部
問い合わせ　オリエンテーリング部
事務局　関根英尊（〒324－0501　
那珂川町小川710）
☎0287－96－2045

「地域材住宅見学バスツアー」に

参加しませんか

　原木の伐採から住宅になるまでを
見学していただくツアーです。
日時　３月24日（土）
　　　午前９時30分～午後４時頃
集合場所　栃木県庁南那須庁舎
　　　　 （那須烏山市中央1-6-92）
見学内容　森林の伐採地、木造住宅
　　　　　等（那須塩原市ほか）
募集定員　先着40名
募集期間　３月12日～19日
参加費　　1,000円
申し込み　烏山林務事務所普及課　
　　　　　☎0287-84-1155

ゆりがねの湯

臨時休業のお知らせ

　　ゆりがねの湯は３月31日（土）

　臨時休業いたします。

　商工観光課　☎0287－92－1116　
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お知らせ

不動産の鑑定評価に関する

無料相談会

　３月下旬には国土交通省から「地
価公示法」に基づく地価公示価格が
公表されます。日本不動産鑑定士協
会では４月１日を「不動産鑑定の日」
と定めて、全国一斉に無料相談会を
実施します。
相談日　４月５日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　宇都宮市役所内会議室
相談員　当協会所属の不動産鑑定士
内容　不動産（土地・建物）の価格、
　地代、家賃、借地権の価格など
問い合わせ　
（社）栃木県不動産鑑定士協会　　
　☎028－639－0556

中途失聴者・難聴者を対象とした

手話講習会のご案内

　補聴器を使っても聞き取れないな
ど、コミュニケーションにお困りの
皆さん、一緒に手話を学んでみませ
んか。難聴者同士で楽しみながらコ
ミュニケーションをとりましょう。
　手話に関心のある健常者の方も歓
迎します。
会場　小川総合福祉センター共生館
期間　平成19年４月～９月
　　　毎週第１・第３火曜日
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　300円（テキスト代含む）
問い合わせ　
　とちぎ難聴県北担当　磯島
　☎0285－51－1393
　または、とちぎ難聴事務所
　☎0285－51－1325

自衛隊一般・技術幹部候補生募集

　一般・技術幹部候補生とは、自衛
隊の幹部自衛官（一般・技術及び飛
行要員）を養成するコースで、将来
重要なポストに就きます。
受付期間　平成19年４月１日から

　平成19年５月11日まで
第１次試験　平成19年５月19日(土)
・20日（日）
※試験会場は、自衛隊栃木地方協力
本部です。
応募資格　平成20年４月１日現在
　①、②どちらかに該当する者
　①22歳以上26歳未満　
　②20歳以上22歳未満で学校教育法
　に基づく大学を卒業又は、卒業見
　込みの者
出題範囲　大学教育卒業程度
問い合わせ　
　自衛隊大田原地域事務所
　☎0287－22－2940へ

住宅ローンを選ぶなら、

金利が変わらない安心フラット35

　フラット35は、民間金融機関と住
宅金融公庫が提携して実現した長期
固定金利の住宅ローンです。
・金利変動がないから安心
　（最長35年）
・最高8,000万円まで借り入れでき
　ます。
・保証料０円、繰上返済手数料０円
・独自の技術基準で、住宅の質確保
※融資率については、これまで「建
設費または購入価額の80％」が上限
でしたが、「建設費または購入価額
の90％」までご利用いただけるよう
になりました。
問い合わせ　
住宅金融公庫お客様コールセンター
ナビダイヤル　0570－0860－35

第20回市民講座

　栃木県弁護士会は、法律問題や法
律制度等に関する情報を提供し、皆
さまに司法及び弁護士をよりよく知
ってもらおうと市民講座を定期的に
開催しています。
日時　３月31日（土）
　　　午後１時30分～午後３時
会場　日光市中央公民館

　　　（日光市平ヶ崎106）
　　　☎0288－22－6211
受講料　無料
テーマ　講義「身近な法律問題－相
続を中心として－」
針谷好訓弁護士（栃木県弁護士会所属）
問い合わせ　栃木県弁護士会
　　　　　　☎028－622－2008

第３回星空観察会

土星とオリオン大星雲を見よう!

日時　３月17日（土）
　　　午後７時～午後９時
会場　栃木県立南那須少年自然の家
内容　天体ボランティアの指導を受
けながら、天体ドームの200mmの
望遠鏡などを使って、この時期見ご
ろの土星や金星、オリオン大星雲な
どを観察します。また、双眼鏡でス
バルの観察もします。
持ち物　スリッパ、防寒具（双眼鏡
をお持ちの方はご持参ください）
申し込み　事前の申し込みは必要あ
りません。
※雨天・曇天時は中止となります。
午後６時に決定しますので、お問い
合わせください。
問い合わせ　栃木県立南那須少年自
然の家　☎0287－88－9341

広告放送（文字・映像放送）承ります

　町民に広くお知らせしたい地域の
行事や会社の催し物などの案内を、
ＣＴＢで放送しませんか？
文字放送
・１画面２週間以内
　　　10,000円（制作料・放送料）
・探し犬・猫などのお知らせ
　　　　　3,000円（制作料のみ）
・地域の行事2,000円（制作料のみ）
映像放送
・30秒１ヶ月以内
　　　30,000円（制作料・放送料）
放送した映像をお譲りします
　ニュースポケットやＣＴＢで制作
した番組をお譲りします。
30分以内  　1,500円（30分を超えた
場合500円増）
※ビデオテープ・ＤＶＤの希望を申
し出ください。
問い合わせ　ＣＴＢ放送センター　
　　　　　　☎0287－92－1121
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お知らせ

栃木県立なかがわ水遊園の催し

2007春の特別展

雅
みやび

金魚展～その愛らしさと色の芸術～

開催期間　３月13日～５月６日
金魚で感じる日本の雅　
　江戸時代のころから庶民に愛され
続けてきた金魚たち。その姿は人々
の心を癒し、浮世絵や日本画の題材
としても広く取り上げるなどいつし
か日本の風物詩として欠かせない存
在になりました。そんな金魚たちの
魅力を再発見すべく、和金、出目金
をはじめとした様々な種類をご紹介
しつつ、知っているようで知らない、
彼らの生態に迫ってみたいと思いま
す。
わくわく金魚ぬりえ

　金魚の塗り絵用紙へ思い思いの色
を使い、金魚を完成していただきま
す。親子やカップルの参加も大歓迎
です。アンチエイジングに役立つか
も？
期間中終日

参加対象　制限なし
参加費　無料
場所　おもしろ魚館１Fおさかな研
　　　究室
金魚クイズラリー

　管内及び特別展会場内のいろい
ろな場所にクイズが隠されていま
す。これらを見つけだし、金魚手帳
を完成させよう！ステキなプレゼ
ントも用意しています。
期間中終日

参加対象　制限なし
参加費　200円
場所　おもしろ魚館内、特別展会場内
問い合わせ

　栃木県立なかがわ水遊園
　☎0287－98－3055

「統計の日」ポスターの標語募集

　入選した標語は、統計調査に快く
協力が得られるような調査環境を
整備するため、「統計の日」（10月
10日）のポスターや各種広報に使用
します。
応募できる方

・国、都道府県及び市区町村、独立
　行政法人統計センターの職員
・統計調査員、統計調査員であった
　方、統計調査員希望者
※グループによる応募もできます。
応募方法

・応募する標語の字数は自由とする。
・応募作品は自ら創作したもので、
従来ポスター等に使用されていない
ものに限ります。また、応募は１人
５作品までとします。
電子メールによる応募

メールアドレス：
toukeika@pref.tochigi.jp
①都道府県名　②所属　③電話番号
④氏名を必ず記入のうえ、標語を提
出してください。メールを受け付け
たら、受け付けた旨の返信をします。
もし、メール提出後２日経過しても
返信がない場合はお問い合わせくだ
さい。
募集期限　３月27日（火）
審査及び決定

・厳正な審査を行い、入選作品とし
て特選（１点）及び佳作（数点）を
決定します。入選者に対しては直接
通知します。
・入選者には８月上旬総務省で行う
表彰式に出席いただき、表彰状及び
副賞を授与します。
・入選作品の著作権は総務省に帰属
します。
問い合わせ　栃木県企画部統計課
　　　　　　☎028－623－2247

優良運転者の表彰

～申し込み受付について～

　永年優良運転をされてきた交通安
全協会会員の皆さんからの表彰申請

を次により受け付けています。
申請締切り　３月31日（土）まで
表彰の資格

①那珂川（馬頭小川）交通安全協会会
　員であること
②過去５年以内（平成14年４月1日か
　ら平成19年3月31日まで）に交通関
　係法令違反のないものであること
③過去に、交通安全功労者又は優良
　運転者として、緑十字銅章以上の
　表彰を受けていない者
表彰の種類及び対象者

　次の期間に運転免許証を取得され
ている方が対象となります。（免許証
の取得年月日により確認して下さい）
※免許の種類が複数ある方は、一番
最古（原付･小特･二輪免許も含む）
に取得した免許の取得年月日が対象
になります。
40年表彰　昭和42年３月31日以前
30年表彰　昭和51年４月１日～
　　　　　昭和52年３月31日まで
20年表彰　昭和61年４月１日～
　　　　　昭和62年３月31日まで
15年表彰　平成３年４月１日～
　　　　　平成４年３月31日まで
10年表彰　平成８年４月１日～
　　　　　平成９年３月31日まで
５年表彰　平成13年４月１日～
　　　　　平成14年３月31日まで
※40年から20年までは県表彰、15年
から５年までは地区表彰となります。
申請のしかた

　那珂川警察署窓口に直接おいでい
ただくか、または各駐在所までお申
し込み下さい。申し込みには「無事
故･無違反証明書」の申請料700円、
運転免許証、交通安全協会会員証を
持参して下さい。
問い合わせ　那珂川警察署交通課･那珂
川交通安全協会  ☎0287－92－0110（代）
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お知らせ

栃木県県政モニター募集

　県では、県民の皆さんから県政へ
のご意見を継続的にお聴きするため、
「県政モニター制度」を実施してい
ます。今回は、本年４月から活動し
ていただくモニターを募集します。
活動内容　各種アンケート調査への
回答、県政への意見・提案、県が実
施する広聴事業への参加
活動期間　平成19年４月～平成21年
３月31日まで（約２年間）
募集コース、人数

郵送モニター100名、インターネッ
トモニター100名
応募資格　県内にお住まいの満20歳
以上の方（国・地方公共団体の議会
議員、常勤の国家公務員及び地方公
務員は除く）
応募方法　県ホームページに掲載し
ている応募用紙に必要事項を記入の
うえ、提出する。
応募締切り　３月５日（月）
問い合わせ　栃木県企画部広報課県
政モニター募集係☎028－623－2158

「道路ふれあい月間」

推進標語募集

平成18年度推進標語最優秀賞

「ただいまと　

　　　　今日も笑顔で　帰る道」

テーマ　道路は国民共有の、つまり
あなたの財産です。「みんなが道路
と親しみ、ふれあい、常に広く、美

しく、安全に、共にたのしく利用し
ましょう」を募集のテーマとし、道
路の役割をより一層理解していただ
くことを目的としています。
応募資格　小学生以上の方
　　　　　（学生の部、一般の部）
応募方法　官製はがき１枚に標語１
点と氏名、住所、電話番号、性別、
年齢、職業（一般、学生別）を記入
のうえ郵送してください。
　なお、インターネットでも受け付
けています。ホームページのURL
はhttp://ssl . jolls .co.jp/hyougo/
index.htmlです。
応募期間　３月31日（土）まで
　　　　　（当日必着）
送付先　〒107-0052　東京都港区赤
坂1－6－19　KY溜池ビル３階
道路広報センター平成19年度「道路
ふれあい月間」推進標語募集係行
発表　入賞者には直接通知するとと
もに、機関誌等に掲載します。
入賞作品はポスター、チラシ等によ
り「道路ふれあい月間」の推進に幅
広く活用します。
賞　最優秀賞１点、優秀賞４点（学
生２点、一般２点）優良賞４点（学
生２点、一般２点）
問い合わせ　
国土交通省道路局道路交通管理課
☎03－5253－8111（内線27423）

国税専門官募集

－大学卒業程度－

　国税局や税務署において、税のス
ペシャリストとして法律、経済、会
計等の専門的知識を駆使し、国税に
関する調査や指導などの事務を行う
国税専門官の採用試験を次により実
施します。
受験資格

①昭和53年４月２日～昭和61年４月
１日生まれの者
②昭和61年４月２日以降生まれの者
で、次に掲げるもの
（ア）大学を卒業した者及び平成20
　　年３月までに大学を卒業する見
　　込みの者
（イ）人事院が（ア）に掲げる者と
　　同等の資格があると認める者
受験申込受付期間

４月２日（月）～４月13日（金）
第１次試験　６月10日（日）
教養及び専門試験（多岐選択式）
専門試験（記述式）
第２次試験　７月23日（月）～７月
26日（木）のうち指定する日
　人物試験及び身体検査
合格発表

　第１次試験　７月３日（火）
　最終合格　　８月28日（火）　
問い合わせ

関東信越国税局人事第２課試験係
〒330-9712　埼玉県さいたま市中央
区新都心1－1
☎048－600－3111
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○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　
　

佐
藤　

博
様
（
福
島
県
）

十
万
円　
　

細
澤
武
雄
様
（
三　

輪
）

十
万
円　
　

板
橋
了
寿
様
（
東
戸
田
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　

大
高
郁
夫
様
（
宇
都
宮
市
）

○
美
術
館
へ

十
万
円　

小
高
甲
子
雄
様
（
馬　

頭
）

五
万
円　

大
高
郁
夫
様
（
宇
都
宮
市
）

○
武
茂
小
学
校
へ

竹
と
ん
ぼ
50
本
／
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま

50
個　

若
林
俊
夫
様
（
那
須
塩
原
市
）

○
馬
頭
図
書
館
へ

児
童
手
当
目
録

　
　
　
　
　

近
藤　

功
様
（
東
京
都
）

図
書
「
十
津
川
警
部
推
理
行
」

　

外
四
冊　

阿
部
恵
美
子
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

十
万
円　
　

磯
野　

均
様
（
北
向
田
）

五
万
円　

大
高
郁
夫
様
（
宇
都
宮
市
）

五
万
円　
　
　
　
　
　
　

 　
　

匿
名

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　
　

匿
名
（
３
８
９
回
）

ありがとう

ございます

寄  贈



・４月14日（土）午後２：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ
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卒業、進・入学おめでとう！
フレッシュな気持ちで
頑張りましょう。
春休みは児童館に
ぜひ遊びに来てください。

★ドッジボール大会
３月17日（土）午後１：30～　　　　　
外で元気に遊ぼう。
友だちを誘って遊びに来てね。

★春休みお楽しみ会

「児童館」
3月16日～4月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・４月５日（木）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・４月７日（土）午前10：30～
　高校生のおねえさんが楽しいおはなしを
　よんでくれます。そのあとに、なかよく
　工作をしましょう。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会

読　書　会
・４月11日（水）午後１：30～
　芥川賞受賞作「ひとり日和」
　参加したい方は図書館までご連絡ください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

★料理教室
３月21日（水）午前９：30～
おいしいおやつを作りましょう。
参加費　50円　　持ち物　エプロン・三角巾
参加申し込み　３月17日（土）まで

★オセロ大会
３月29日（木）午前９：30～
今回の優勝は誰かな？
たくさんの参加を待っています。

※３月から午後５時閉館になります。

３月27日（火）午前10：00～　　　　　
内容　和泉隆夫さんを迎えてミニコンサートを行
います。
お友だちを誘って参加してね。
参加申し込み　３月23日（金）まで
参加費　無料

★パズルとブロックで遊ぼう
４月４日（水）午前10：00～　　　　　
いろいろなパズルやブロックで楽しく遊ぼう。
たくさん遊びに来てね。

★ゲーム大会
４月６日（金）午前10：00～
いろいろなゲームで楽しくすごそう。
お友だちをさそって遊びに来てね。
参加申し込み　４月４日（水）まで

４月14日（土）午前10：00～
“花よりだんご”？！
焼きそばをつくってお花見をしよう。
参加費　100円
参加申し込み　４月12日（木）まで

★お花見会

今
月
の
表
紙

　

小
川
第
２
保
育
園
で
は
２
月
27

日
、「
竹
馬
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

園
児
31
名
の
う
ち
、
乳
児
か
ら
３

歳
児
ま
で
は
「
ポ
ッ
ク
リ
大
会
」、

４
・
５
歳
児
は
「
竹
馬
大
会
」
を
実
施
。

　

園
児
た
ち
は
竹
馬
か
ら
落
ち
て
も

何
回
で
も
挑
戦
し
、
一
歩
で
も
前
へ

進
め
る
よ
う
練
習
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

薄
井
園
長
は
「
園
児
た
ち
が
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
養
わ
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　　　馬頭図書館休館のお知らせ

　馬頭図書館は３月12日（月）～19日（月）

まで館内整理期間のため、休館となります。

　馬頭図書館   　0287－92－5015



う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

薄
井　

優ゆ
う
せ
い星　

弘　

幸

　
　
　
　
　
　

美
奈
子　

馬　

頭

小
森　

爽そ
う

椰や　

彰　

男

　
　
　
　
　
　

裕　

希　

松　

野

片
倉　

太だ
い
ご吾	

悟

　
　
　
　
　
　

美
沙
子　

松　

野

桑
野　

陽ひ
な
た向　

伸　

幸

　
　
　
　
　
　

法　

子　

大　

内

石
川　

花は

な奈　

勝　

敏

　
　
　
　
　
　

良　

子　

谷　

田

岸　
　

陽ひ
な
た向　

清　

英

　
　
　
　
　
　

典　

子　

片　

平

田
代　

智ち

え愛　

剛　

文

　
　
　
　
　
　

広　

子　

東
戸
田

平
成
19
年
１
月
21
日
～

　

平
成
19
年
２
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

3月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,015 人（－ 15）
 　女　10,055 人（－ 10）
 　計　20,070 人（－ 25）
 世帯数  5,969　   （－  4 ）

（　）内は前月との比較

縄
文
の
つ
い
た
弥
生
土
器

　

先
月
の
こ
の
欄
で
は
、
縄
文
土

器
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は
、

町
内
で
出
土
し
た
弥や
よ
い生
土
器
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
写
真
の
土
器

は
、
松
野
の
滝た
き
た
う
ち

田
内
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
今
か
ら
約
２
、	

０
０
０
年

前
の
弥
生
時
代
の
壺
で
す
。
左
側

の
壺
は
、
出
土
状
況
か
ら
骨
壺
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
左
側

の
壺
は
口
以
外
の
表
面
に
、
右
側

の
壺
は
口
の
と
こ
ろ
に
縄
文
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
縄
文
土
器
は
縄
文

が
つ
け
ら
れ
た
厚
手
の
土
器
で
、

弥
生
土
器
は
薄
手
で
焼
き
方
が
堅

く
簡
素
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
も
縄
文
土
器
＝
縄
文
つ

き
土
器
に
対
し
て
、
弥
生
土
器
＝

縄
文
が
つ
い
て
い
な
い
土
器
と
の

印
象
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
滝
田
内
遺
跡
の

壺
の
よ
う
に
、
東
日
本
の
弥
生
土

器
に
は
引
き
続
い
て
縄
文
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
東
日
本
と

西
日
本
で
土
器
の
文
様
に
違
い
が

出
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
弥

生
時
代
に
入
っ
て
も
、
東
日
本
に

は
縄
文
の
伝
統
が
強
く
残
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

弥
生
時
代
は
今
か
ら
約
２
、	

３

０
０
年
前
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
続

き
ま
し
た
。
大
陸
か
ら
北
九
州
に

伝
わ
っ
て
い
た
水
田
稲
作
は
、
こ

の
時
代
前
期
に
１
０
０
年
ほ
ど
で

本
州
北
端
の
青
森
県
に
ま
で
伝
わ

り
ま
し
た
。
籾
の
跡
が
付
い
た
土

器
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
内
で
も
約
２
、	

０
０
０
年
前
の

弥
生
時
代
中
ご
ろ
に
は
稲
作
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
那
須
を
は
じ
め

県
内
で
見
つ
か
る
弥
生
時
代
の
遺

跡
の
数
は
少
な
く
、
水
田
の
跡
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

滝
田
内
遺
跡
の
壺
は
稲
作
と
と

も
に
伝
わ
っ
た
新
し
い
形
を
し
て

い
ま
す
が
、
縄
文
が
つ
い
て
い
ま

す
。
壺
に
縄
文
と
弥
生
と
の
両
方

の
文
化
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う

に
、
那
須
に
水
田
稲
作
が
伝
わ
っ

て
も
人
々
は
縄
文
時
代
か
ら
の
生

活
を
簡
単
に
は
変
え
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
は
こ
の
地
の
山
と

川
の
恵
み
が
豊
か
で
、
縄
文
時
代

か
ら
の
生
活
を
十
分
に
支
え
ら
れ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
四
季

の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
獣
や
魚

を
捕
獲
し
木
の
実
な
ど
を
採
集
す

る
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
生
活
と
、

秋
の
収
穫
を
目
標
に
計
画
的
に
稲

を
育
て
る
農
耕
生
活
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
な
平
地

に
適
し
た
稲
作
よ
り
も
、
縄
文
以

来
の
生
活
に
人
々
は
基
盤
を
置
い

て
い
た
の
で
す
。
那
須
で
は
、
稲

作
が
伝
わ
っ
て
す
ぐ
に
広
ま
っ
た

の
で
は
な
く
、
徐
々
に
定
着
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

稲
作
に
は
、
籾
を
長
期
保
存
で

き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。
籾
の
貯
え
が
貧
富
の
差
と

な
り
、
次
の
古
墳
時
代
に
は
身
分

の
差
が
で
き
て
、
那
須
に
大
型
の

前
方
後
方
墳
を
築
け
る
よ
う
な
豪ご
う

族ぞ
く

（
地
域
の
有
力
者
）
が
現
れ
て

き
た
の
で
す
。

　

一
律
に
弥
生
時
代
と
い
っ
て

も
、
水
田
稲
作
に
基
づ
い
た
文
化

が
普
及
す
る
の
は
地
域
ご
と
に
差

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
那
須
に
弥

生
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
も
縄
文
の

文
化
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
縄
文
か
ら
弥
生
へ
と
新

し
い
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
弥
生
土
器
に
つ
い
た
縄
文

は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

	

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

永
森
裕
子
）

お
く
や
み

（
氏　

名
）　	

（
年
齢
）　		

（
住
所
）

西
宮　

利
夫　
（
86
）　　

馬　

頭

山
田　

と
く　
（
80
）　　

健　

武

和
地　

忠
三　
（
90
）　　

健　

武

石
川
キ
ミ
イ　
（
88
）　　

健　

武

菊
池　

久
子　
（
79
）　　

矢　

又

森
嶋　
　

博　
（
79
）　　

和　

見

渡
邉　

良
男　
（
80
）　　

和　

見

綱
川　

岩
男　
（
64
）　　

小　

口

髙
堀　

政
美　
（
75
）　　

久
那
瀬

平
野　

泰
助　
（
82
）　　

久
那
瀬

髙
野　
　

通　
（
82
）　　

富　

山

髙
野　

孝
一　
（
88
）　　

富　

山

大
髙　

一
郎　
（
76
）　　

大
那
地

大
森　

ヨ
ツ　
（
87
）　　

小　

砂

荒
井　

タ
マ　
（
83
）　　

小　

砂

笹
沼　

ヨ
シ　
（
95
）　　

小　

砂

小
林　
　

昭　
（
78
）　　

小　

川

田
所　

正
男　
（
87
）　　

小　

川

堀
江　

川
龍　
（
93
）　　

白　

久

細
澤
ヨ
シ
エ　
（
88
）　　

三　

輪

板
山　

義
雄　
（
69
）　　

浄
法
寺

弥生土器（滝田内遺跡）
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「瀬戸内海集　帆船　朝」　大正15年（1926）当館蔵

企 画 展 「青木コレクション名品展」から

吉田　博   
「瀬戸内海集  帆船  朝」

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
申し込み・問合せ：企画財政課
　　 ☎ 0287－92－1114　

第18回

　世の中には、その人にしか、成し得ないものが
あります。芸術と呼ばれるものもそのひとつで
しょう。ご紹介した作品は、一見水彩画のように
見えますが、実は木版画です。朝陽の清々しい光
の部分は、作者の吉田博（1876-1950）が手術
用のメスを使って彫っています。これが木版とい
うだけでも驚きですが、さらに博は、それまでに
ない実験的な試みを行っているのです。
それは「同じ版木」を使用しながら、摺りの色を
変えることによって別の作品を創り上げたこと

ミニ
ギャラリー

第
２
回
那
珂
川
町
学
生
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

町
長
賞
受
賞
作
品

　
　
　
　
「
騎
馬
戦
」
佐
藤
真
也
さ
ん
（
小
川
）

「瀬戸内海集  帆船  夕」

（「瀬戸内海集 帆船 夕」）。色彩を変化させただけ
で、同じ構図がまったく違った印象を与えること
に、私たちはあらためて気づかされます。博は、
太陽の推移に伴って刻々と表情を変える海を、確
かな観察力で捉え、繊細な色彩を何度も摺り重ね
ることで表現しました。彼は、これらの作品によ
り、同じ情景が時刻によって劇的に変化するとい
うことを強調するとともに、同じものが複数制作
できる版画において、「どのように摺るか」とい
うことの重要性を指摘しているのです。しかしそ
れもこれも、水彩画家として活躍した博ならでは
の新鮮な視点と優れた色彩感覚なしには生み出さ
れなかったことでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　この町には、吉田
　　　　　　　　　　　　　博という人物のみが
　　　　　　　　　　　　　成し得たものが遺さ
　　　　　　　　　　　　　れているのです。
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　※本作品は４月15
　　　　　　　　　　　　　日（日）まで開催中
　　　　　　　　　　　　　の「青木コレクショ
　　　　　　　　　　　　　ン名品展」に出品さ
　　　　　　　　　　　　　れています。
　　　　　　　　　　　　　那珂川町馬頭広重美
　　　　　　　　　　　　　術館学芸員　
　　　　　　　　　　　　　　　　　津田　卓子

「瀬戸内海集　帆船　夕」

大正 15 年（1926）当館蔵
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